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■原爆症の速やかな認定と被爆者の救済を求める意見書
広島、長崎に原爆が投下されてから 年が経過した現
在でも、国内には約 万人、兵庫県には約 人、本
市においても 名を超える被爆者がおられ、今もなお
原爆による放射線の影響によるがんなどの重篤な疾病に
苦しむなど、不安と苦痛を感じながら日常生活を送って
いる。そのような状況にもかかわらず、原爆症の認定を
受けている被爆者は１％にも満たない状況である。多く
の苦難と向き合い、不安な日々を送る高齢となる被爆者
にとっては、一刻も猶予が許されない状況である。国に
おかれては、高齢化する被爆者の１日も早い救済を図る
ため、下記の事項に取り組まれるよう強く要望する。
１ 新しい認定基準のもとでの総合判断による個別審査

を速やかに行うとともに、認定にかかわる関係機関
の充実を図るなどの体制整備を行うこと。

２ これまでの司法判断を厳粛に受け止め、認定基準を
さらに見直すこと。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務
大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣

■芦有道路等の資産譲渡に関する決議
本年８月、芦有開発株式会社は自動車事業部門の営業
及び資産を、オーストラリアの投資銀行であるマッコー
リ一社が設立する新会社に譲渡する考えを公表。芦有道
路を生活道路とする奥池地区住民からは、新会社の事業
展開が不確定の上、芦有道路そのものが投資対象として
位置付けられる結果、開発の推進など自然環境や住環境
への多大な影響が予測されることによる不安が募り、譲
渡に対し反対の意思表示がなされる事態となっている。
この状況に鑑み、以下を関係機関等に要望し決議する。
１ 奥池地区住民にとって芦有道路が唯一の生活道路で

あることから新たな経済負担や環境変化を及ぼさな
いよう関係機関が努めること。

２ 瀬戸内国立公園六甲地域の更なる自然環境保護に関
係機関が努めること。

３ 芦有道路等の資産譲渡に係わる関係機関は奥池地区
住民等に積極的に情報開示を行い、引き続き説明を
行うこと。

４ 芦屋市は、奥池地区開発の一翼を過去、担ってきた
が、今後も関係住民等への助言と支援を引き続き行
うこと。
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本会議をインターネット中継
第４回定例会（ 月２日）から視聴可能に

開かれた議会 を推進するため、芦屋市議会では 月から本会
議の模様ををインターネットで配信します。インターネット配信に
よる議会中継は、議場で行われている議会審議の模様をインターネ
ット上でリアルタイムに配信する ライブ中継 と収録した映像を
検索し閲覧できる 録画中継 があります。
詳しくは、下記の市議会のホームページでお知らせします。
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